
く研究論文＞

アメリカの地理教育におけるジェンダー学習の展開と特質

-NCGEのFindinga Way Projectを手がかりに一

I. はじめに

学校教育においては，ジェンダーバイアスとい

う隠れたカリキュラムが存在している。これは

地理教育においても例外ではなく，教科書の記

述や教員の比率などで男性中心的であると指摘

されている。例えば木下(1)は日本における高校

地理を担当する女性教員の比率が低いことで地

理授業の内容が男性中心的になりやすく，女性

の観点から考察する必要性を指摘している。ま

た韓国においては，弔(2)が中学校地理教科書を分

析し、その記述が男性中心的であることを指摘

し，教科書にもジェンダー的な観点を取り入れ

る必要性を述べる。このような主張を背景に，

日本の地理教育においては 1980年代後半から

ジェンダー概念を導入する具体的な内容が唱え

られている。太田(3)は地理教育において無視さ

れているジェンダーを人種や民族とともに扱う

必要があるとする。また津川(4)は，民族・文化・

産業・人口などの学習においてジェンダーを扱

うことが可能であると指摘している。さらに，

熊野5)は「現代世界の課題」の一つとしてジェン

ダーをとりあげて，その授業案を提示している。

このように日本では地理教科書の内容にジェ

ンダーを導入しようとする試みが見られる。し

かし，これらはジェンダーを学習内容のひとつ

のテーマとして扱い，断片的にその改善案を提

示しているにすぎない。ジェンダーに配慮した

体系的な地理カリキュラムは， 日本や韓国では

未だ考えられていないのである。

一方，欧米ではジェンダーの概念を導入して

開発された地理教育のカリキュラムがある。そ

こでは学習の内容と方法など，カリキュラムの
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全体にジェンダーを取り入れ，ジェンダーフ

リーを目指した地理教育を目的に学習の展開が

示されている。こうした取り組みの中でも、高

く評価されているものとして全米地理教育委員

会 (NationalCouncil for Geographic Education : 

NCGE)による Findinga Way Project(以下， FAW

プロジェクト）の試みを挙げることができる。

FAWプロジェクトとは， NCGEで 1991年に結成

された「少数グループ (UnderrepresentedGroups) 

に関する特別専門委員会」による女子中高生の

ための地理教育改善プロジェクトである。全米

科学財団 (NationalScience Foundation : NSF)から

の財政支援を受け，地理教育における男女差の

原因の解明から，それを解消するための教師教

育・教材開発までを含む総合的なカリキュラムと

なっている。このプロジェクトは，米国大学婦人

協会 (AmericanAssociation of University Women : 
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AAUW)により教育と公正に貢献した個人及び団

体に授与するエレノアルーズベルト賞を受け，表

彰された。アメリカの地理教育において，ジェ

ンダーフリーを目指したこの FAWプロジェクト

は高く評価されているのである。

そこで本稿は， この FAWプロジェクトを手が

かりとして，アメリカの地理教育におけるジェ

ンダー学習の展開及びその特質の一端を明らか

にすることを目的とする。そのため，以下のよ

うな研究方法をとる。第 1に，地理教育におけ

るジェンダーの必要性を地理学及び教育学的側

面から明らかにする。第 2に， FAWプロジェ

クトを事例として，アメリカの地理教育におけ

るジェンダー学習の展開を明らかにする。その

後， FAWプロジェクトで開発された教材の分析



を通して，ジェンダー学習の特質の一端を導出

する。このことにより， 日本や韓国の地理教育

においてのジェンダー学習を導入する際の示唆

も得ることができよう。

11. 地理教育におけるジェンダー学習の意義

ここでは，ジェンダー学習を地理教育でとり

あげる必要性を地理学と教育学の観点から明

らかにする。

まず，地理学習の内容の基盤となる地理学か

ら，ジェンダー学習の意義を確認する。地理学

におけるジェンダー研究は， 1970年代に欧米で

始まり， 日本でも 1980年代に導入されている

(6)。その研究傾向は大きく 3つに分けられる叫

1つ目は，女性地理学として，諸現象の空間的

分布における一つの要因として女性に注目する

研究である。すなわち，空間において女性がい

かに制約を受けているかを分析するのである。

2つ目は，社会主義的フェミニズムの影響を受

け，家父長制と資本主義との関係，家庭と職場の

空間的・社会的構造，第 3世界の女性の役割な

どを中心に研究するフェミニスト社会地理学で

ある。 3つ目は，フェミニズムの観点からジェ

ンダー化された空間としての景観やテキストを

解釈するフェミニスト文化地理学である。しか

し，最近の地理学におけるジェンダー研究は，

これらの分類を越えて女性だけではなく人種・

民族・階級・宗教なとの様々な差異に注目し，

他者の視点に立つことが求められている。

このような地理学におけるジェンダー研究

は，実証主義に基づく地理学の反省として台頭し

た人間主義地理学 (HumanisticGeography)や構造

主義地理学 (StructuralistGeography)と関連してい

る。地理教育においては， 1980年代に人間主義

地理学や構造主義地理学の成果を取り入れよう

とする動きが見られ，その一つとしてジェンダー

という概念が登場した。例えば， 1986年のオー

ストラリア地理教育者協議会において提案され

た「より良い世界のための地理教育 (Teaching
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Geography for a Better World)」 (8)では，社会的

公正 (Socialjustice), 参与民主主義 (Participatory

democracy), 人権 (Humanright), 環境的な持続

可能性 (Ecologicalsustainability)という概念を強

調している。すなわち「より良い世界のための

地理教育」は，価値中立で客観的知識を教える

これまでの地理教育から，社会における価値に

関する問題に注目し，その解決に向けて考える

地理教育への転換を意味する。この考えを代表

するものとして， Monk(9lとWillamson-Fien(io)は，

ジェンダーを地理教育に適用することを主張し

ている。特に Monkは，地理学の伝統的概念で

ある「人間と環境との関係 (Human-Enviromnent

Relationships)」において，ジェンダーが重要な価

値を持つことを指摘している。日本においても，

篠原(11)が同じように人間の経験や感情に注Hする

人間主義地理学を地理教育に取り入れる「地理

の人間化」を主張している。この「地理の人間

化」において，人間は男性 (Man)だけでなく女

性を含むすべでの人々 (People)を意味する必要が

あり，そこに地理教育においてのジェンダー学

習の意義があるという主張である。そして社会

構造を批判的に探究する構造主義地理学につい

ては，伊藤(12)がジェンダー研究の視点を地理教育

にも適用する必要があると指摘している。また

木下(13)は地理教育においてジェンダーを取り入

れることで，生徒が人々の多様性 (Diversity)に気

づき，思考の枠組みを広げられると指摘してい

る。すなわち，これまで価値中立的であると思

われた地理教育において，ジェンダーのような

価値問題を取り入れることで，批判的思考を育

成することが可能となるのである。

次に，教育学の観点から地理教育におけるジェ

ンダー学習の意義を確認する。一般的に男性の

空間的認知能力が女性より優れており，言語的

認知能力では女性が男性より優れているとされ

ている。これに従うと，地図学習を伴う地理教

育では，女子生徒が男子生徒より不利である。

田中(14)は地理を拒否する女子生徒には，産業や



自然的な内容の代わりに，歴史・人種・民族・

社会・政治などの人文的教材が効果的であるこ

とを報告している。さらに 1980年代以降イギ

リス地理教育においては，教科書におけるジェ

ンダーバイアスが指摘されているが(15), 男女平等

の学校カリキュラムを導入することで， 2000年

代に入ると地理教育において男女差の減少が見

られる(16)0 

ジェンダーは生物学的な男女の差異ではな

く，後天的に獲得される社会的性差を意味する。

したがって，ジェンダーフリーを目指す地理教

育のためには，女子生徒のみでなく地理が苦手

なすべての生徒のために有効な方法を考える必

要がある。そこで注目したいのが，フェミニス

ト・ペダゴジー (FeministPedagogy)である。フェ

ミニスト・ペダゴジーとは，平等で公正な社会

を築くための教育活動とはどのようなものであ

るのかを，フェミニストの視点から探求したも

のである。フェミニスト・ペダゴジーの具体的

な方法は次の通りである巴

④個人単位ではなく，集団による協同協力

的・相互交渉的な活動を重視すること。

R教師 1人だけが生徒に指導権を持つので

はなく皆が指導権を共有し， ときには生

徒が教える立場に立つことも含めて民主

的な過程で学習を進めること。

R日誌をつけること，授業に関連して読ん

だ文献および教室での出来事について生

徒に自分の感想や考えを口頭あるいは文

章で述べるよう求めること。

④批判的で自己反省的・自己再考的学習の

あり方を奨励すること。

Rロールプレイのような形で各々が寸劇を

演じることによって，さまざまな立場に

ついての理解や批判の度合を深めること。

①教師が自分自身の考え，気持ち，あるい

は経験を隠さずに語ること。

⑧生徒が，教師との話し合いや同意の上で

学習の内容や評価の基準等を設定し主体
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的な学習を進める。そして自己評価やク

ラスのメンバーによる相互評価を行い，

それらを参考に教師とともに生徒も成績

をつけること。

このようなフェミニスト・ペダゴジーを導入

することで，今まで教師中心であった地理教育

から生徒中心の地理教育へ転換(@, R)する

ことも可能となる。そして，協力的態度(R),

批判的・反省的思考(@), 他者との共感(R)

を身に着けることができる。このことにより，

すべての生徒に有効な地理教育へのアプローチ

を容易にするのであろう。

それでは，こうした意義を持つジェンダー学

習をいかに地理教育にとりあげるかについて，

FAWプロジェクトを事例として明らかにしたい。

Ill. FAWプロジェクトにおけるジェンダー学習

の展開

1. FAWプロジェクトの背景と目的

NCGEによる FAWプロジェクトは， 1990年代

のアメリカにおける地理教育復興運動(18)の一つで

ある。したがって他の地理教育改善プロジェク

トと同様に， FAWプロジェクトも 1994年のナ

ショナル・スタンダード地理(19)を具体化し，実践

するための教材を開発することを目的としてい

た(20)。しかしながら FAWプロジェクトは，他の

プロジェクトとは異なるもう一つの目的を持っ

ている。それは地理教育における少数グルー

プの成績向上及び参加の促進であり，この中で

も特に女子生徒の地理教育促進を目指した。

FAWプロジェクトのきっかけは， 1990年の

全米学力調査 (NationalAssessment of Educational 

Progress : NAEP)の結果，高校地理において白人

男子生徒より女子生徒やマイノリティ生徒の学

力が低下したことにある(2D。1991年から始まった

FAWプロジェクトでは，最初の 2年間に地理教

育における男女差の原因を確認する作業を行っ

た。学習における男女差に関する先行研究を調査

した結果，地理教育の男女差は①個人的要因，②



社会・文化的要因③学校要因から起因し，特

に③学校要因が他の要因と統合する場合が多い

ことが確認された(22)。そこで FAWプロジェクト

では，図 1の目標及び推進方向を設けた。地理

教育の男女差は学校教育におけるジェンダーバ

イアスが大きく影響しており，学校教育でば性

の不平等を再生産する「隠れたカリキュラム」

が存在する。学校が性と男性優位主義を固定化

し，それを再生産する場であることが指摘され

ているのである。この現状を踏まえ， FAWプロ

ジェクトではジェンダーフリーな地理教育のた

めに教師教育と教材開発の必要性が，唱えられ

るようになったのである。次には，その具体的

内容を考察する。

地理教育における少数グループの成績向上及び参加の促進

+ 
学校要因の改善

肯定的な教室の環境づくり ふさわしい役割モデルの提供

教師と生徒間における相互作用の質の向上 教材の中での公正な表現

敦授の強化 教育課程でのジェンダーとマイノリティの概念導入

個人的要因の改善

先の経験の補償

認知能力の開発

社会的要因の改善

地理に対する肯定的認識の強化

性差別主義・人種差別主義の排除

図 1FAWプロジェクトにおける目標と推進方向
LeVasseur(l993), p.6より筆者再構成

2. 教師教育と教材開発

学校環境における男女平等を築き，地理教育

における男女差の原因を解消するために， FAW

プロジェクトでは教師の再教育 (In-service)に着

目した。

「変化の仲介者としての熟練の教師 (Trained

Teacher/Change Agents : TT/CA)」(23)の養成を通し

て，学校におけるジェンダー・バイアスの解除

を目指していたのでそのため，地理及び社会科

教師拗を対象とし， Temple大学 (1996年）， San

Diego大学 (1997年）において， 7月中旬から

8月初旬まで 3週間の研修が行われた。参加者

の多くは，学校及び州の地理及び社会科教師の

会に積極的に活動し，米国地理学協会 (National

Geographic Society : NGS)における教師研修にも

参加した経験がある者であった(2.5)。研修の主な内

容は以下の通りである伽）。
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(a)ジェンダー及び多文化と関連した新しい

地理学の紹介

(b)生徒（特に，女子とマイノリテイ）の学習

を促進するための活動的教授方略の開発

(c)ジェンダー及び多民族・多文化に気づく

教師と生徒の相互作用の促進

(d)野外調査：身近な地域を活かした教授・

学習の方法の試み

FAWプロジェクトにおける研修は，参加者が

ジェンダー及び多文化と関連した新しい地理学

の知識(a)・教授方法 (b・c)・技能 (d)を習得し，

学校現場で実践することを目的とする。そのた

め，研修において扱った内容は，従来の地理学の

ものではなく，ジェンダーや人種・階層など多

文化に関する新しい地理学である (a)。具体的に

は，「ライフコースの上での女性の役割変化」，

「白人の特権」，「葛籐する近隣の人々」，「世界



経済における児童労働者」，「児童生徒の日常的

地理」，「環境的な社会の公正」，「低開発国にお

ける男児選好」，「ジェンダー・場所・アイデン

テイティ」，「景観の中でのジェンダー」，「国際

的な労働の分業における女性」，「女性と社会変

化運動」などの内容が含まれていた⑳。このよう

な内容は，これまで価値中立的で客観的な理論

に基づく学問として認識された地理学とは異な

る。伝統的な地理学に基づく地理の授業では一つ

の正解があって，生徒はそれを理解することが

重視される。しかし， FAWプロジェクトでは，

経験によって人々は異なる価値を持つことを理

解し，批判的に思考することを重視するもので

ある。

研修過程においては，構築主義 (Constructivist)

・フェミニスト (Feminist)・批判的 (Critical)ペダ

ゴジーが導入された(28)0 研修形式は従来の専門家

による講義ではなく，参加者中心の学習モデル

によって行われた。 FAWプロジェクトの研修過

程は，以下の 2つの特質を持つ(29)。第 1に，研修

においては，民主社会 (Democraticsociety)を築

くための平等主義 (Equalitarian)が適用されてい

ることである。すなわち， FAWプロジェクトの

スタッフを含め研修に参加したすべての人々は

平等な関係であり，各活動段階において熟練の

参加者は未熟の参加者とともに課題を行なう協

同・協力的な活動が重視される。第 2に，参加

者は研修の間に日誌 (Dailyjournal)を付けること

が求められることである。参加者は毎日読んだ

文献や教室での出来事について， 自分の感想や

考えを文章で述べる。そして，次の日に他の参

加者と話しあう。このことで，参加者は批判的

(Critical)で自己反省的 (Self-reflective)に自分の

授業を考えることができる。以上の研修過程を

通して，参加者はジェンダー及び多民族・多文

化といった環境の中で，教師と生徒の相互作用

(c)に気づくのである。

FAWプロジェクトの教師研修におけるフィー

ルド調査 (d)(3o)は，参加者が地理学の技能を習得

することとともに，身近な地域を活かした教授・

学習の方法を開発するための重要な役割を持っ

ている。例えば， Temple大学においては，環境

運動にかかわっている黒人の女性を訪ね，地域

のゴミ処理問題について調べるフィールド調壺

を行なった。また， SanDiego大学でのフィール

ド調査は，国境を越えメキシコに行き，そこで

の女性労働問題について調壺を行なった。こう

したフィールド調査の経験を通して，参加者は

授業において「フィールドに基づく学習 (Field-

based Leaming)」を実践することが可能になる。

地域景観は世の中の公正さと多様性を確認する

ための重要な資源であり，「フィールドに基づく

学習」を通して，生徒は身近な地域の環境に対

する批判的な見方・考え方を学び，地理的な質

問，仮説の検証，データの収集・分析などの地

理的技能を身に付けるのである。

研修の最後に，参加者はこれまで学んだこ

とを生かしてジェンダーに基づく学習指導案

(Leaming Activities) (31)を作成した (b)。これは，

2001年に FAWプロジェクトの教材開発チーム

によって再構成され， Findinga Way: Learning 

Activities in Geography for Grades 7-11 (以下 FAW

Learning Activities) (32)という中等地理の教師用指導

書として出版されている。それでは，次に FAW

Learning Activitiesの分析を通して， FAWプロ

ジェクトが目指しているジェンダー学習の特質

を明らかにする。

IV. FAW Learning Activitiesにおけるジェン

ダー学習の特質

1 . ナショナル・スタンダード地理と FAW

Learning Activities 

(1)ナショナル・スタンダード地理における知識・

技能

-59 -

まず， FAWLearning Activitiesにおけるジェン

ダー学習の特質を明らかにするためにその内

容の基準となるナショナル・スタンダード地理

についての分析を行なう。



ナショナル・スタンダード地理は「空間的認

識」，「場所と地域」，「自然的システム」，「人文

的システム」，「環境と社会」，「地理の応用」と

いう 6要素 (Element)と18のスタンダードにより

構成されている。その中で，表 lのように「自

然的システム」と「環境と社会」を除いた 4要

素においてジェンダー概念が反映されている。

的システム」のスタンダード⑨は人口に関する

内容であり，スタンダード⑩は文化景観に関す

る内容である。スタンダード⑨と⑩では，各々

人文現象の特徴の一つとして性差や性役割，性

別分業 (GenderDivisions of Labor)などを取り入

れている。最後に「地理の応用」のスタンダー

ド⑱では，性役割や性別分業を事例として，現

具体的にみると，「空間的認識」のスタン

ダード② ・③においては空間的認識の性差 (Sex

Difference)を調べる内容があり，「場所と地域」

のスタンダード④・⑥では地域や場所に対す

る性差やその原因としての性役割 (GenderRole) 

を確認する内容が含まれている。さらに「人文

在および未来の世界を理解するために地理的見

方・考え方を適用する内容が含まれている。

(2)FA W Learning Activitiesにおけるナショナル・

スタンダード地理の適用

このようなナショナル・スタンダード地理

表 1 ナショナル・スタンダード地理におけるジェンダーの取り扱い

要素 スタンダード

①空間的視点に基づいで情報を収集・処理・提示するために，地図などの地理的表現・道具・技術を使うことができる。

②人・場所・環境に関する情報を組織するためにメンタル・マップを利用できる。

空間的 (G5-8)D-2. 人々の場所の認知に影響を及ぼす要因の推定（性差SexDifference) 

認識 (G9-12)C-l. 異なった生活経験に基づく様々なメンタルマップの考察（性差SexDifference) 

③地球上における人・場所・環境の空間的構造の分析することができる。 ．＂ 

(G9-12)C-l. 人々の空間的行動について叙述（性差SexDifference) 

④場所の自然的・人文的特徴を認識できる。

(G9-12)C-l. いかに文化が場所の特徴に影響を与えるか叙述（性役割GenderRole) 

場所 ⑤地表上の複雑性を解釈するために地域を区分することができる。

と ⑥文化や経験がいかに人々の認知に影響を及ぼすかを認識できる。

疇 (K-G4)B-l. 人々が場所や地域をどのように違ってみるか叙述（性役割 GenderRole) 

B-2. 人々が同じ場所や地域をどのように見るかについて面接調査（性差SexDifference) 

(G9-12)B-l. 地理的感覚の性差について推論（性差GenderDifference) 

自然的 ⑦地表の状態を形づくる自然の作用を認識できる。

システム ⑧地球上における生態系の分布の特徴を認識できる。

⑨人口の特徴，分布，移動を認識できる

(K-G4)B-l. 人口の特徴を示した地域のグラフと地図の作成（性差SexDifference) 

(G5-8)A-2. 人口構成の変化の説明（性役割GenderRole, 性別分業 GenderDivisions of Labor) 

⑩文化景観の特徴，分布，移動を認識できる

人文的 (K-G4)A-3. 子どもの行動圏の要因比較（性役割 GenderRole) 

システム C-1. 文化の変化を理解するために，父母や祖父母に聞き取り調査（性役割GenderRole) 

(G9-12)B-2. 世界各地域における女性の経済的機会の比較（性役割GenderRole'性別分業GenderDivisions of Labor) 

⑪地表の経済的相互依存のパターンとネットワークを認識できる。

⑫集落の形成様式，機能を認識できる。

⑬人間の協同あるいは競争の営力が，地表面の区分や管理といったことにいかに影響を及ぼすかを認識できる。

環境 ⑭いかに人類の活動は自然環境を変化させたかを認識できる。

と ⑮いかに自然的なシステムは人文的なシステムに影響を与えるかを認識できる。

社会 ⑯資源の持つ意味•利用・分布および重要性に現れる変化を認識できる。

⑰過去を解釈するために地理的見方考え方む箇用できる。

麟 の ⑱現在の解釈に，そして将来の計画に地理的見方・考え方む廊芯できる。

応用 (K-G4)B-2. 世界の各地域における子どもの生活比較（性役割GenderRole) 

(G5-8)B-l. 異なる意見を持つ 2人が登場する風刺文，寸劇の作成（性別分業 GenderDivisions of Labor)。

Geography Education Standards Project(l994)より筆者作成。太字はジェンダーと関連した部分。

-60 -



に基づいて，開発された教師用指導書がFAW

Learning Activitiesである。ナショナル・スタン

ダード地理の内容がどのように取り入れられて

いるのであろうか。

FAW Learning Activitiesの各モジュールとナ

ショナル・スタンダード地理との関係を整理し

たのが，表 2である。まず，地図などの地理的

表現・道具・技術を使い，情報を収集・処理・

提示したり（①)・人・場所・環境に関する情報

を組織するためにメンタル・マップを利用した

り（②)，地球上における人・場所・環境の空間

的構造を分析したり（③)する「空間的認識」

は，モジュール 5を除いてすべでのモジュール

に反映されている。このように FAWLearning 

Activitiesは，地理的技能の習得を基本としてい

る。そして，場所の自然的・人文的特徴（④），

地域の区分（⑤），文化や経験による人々の認知

（⑥）に関する「場所と地域」も，重要な概念と

して反映されている。その理由は， FAWLearning 

Activitiesの24モジュールは内容に合わせて様々

なスケールの事例地域を採択しているからであ

る。さらに， FAWLearning Activitiesにおいては

自然的プロセス（⑦)や生態系（⑧)などの「自

然的システム」いう概念より，人口（⑨)・文化

（⑩)・経済（⑪)・集落（⑫)・相互作用（⑬）

などの「人文的システム」の方が多く反映され

ている。しかしながら，「環境と社会」の中で

自然的システムがいかに人文的システムに影響

を与えているか（⑭・⑮ ・⑯）については「環

境的な公正」と「国際的な女性問題」の単元に

おいて反映されていることに注目したい。要す

るに， FAWLearning Activitiesでは自然システム

表2 FA『LearningActivitiesに採用されたナショナル・スタンダード

竺 空間的 場所と 自然的 人文的 疇と 地理の

認識 地域 システム システム 社会 応用

1 ①②③ ④⑤⑥ ⑩⑬ ⑱ 

環境的な 2 ①②③ ④⑤⑥ ⑫⑬ ⑯ ⑱ 

公正 3 ③ ④ ⑧ ⑭⑯ ⑱ 

4 ② ⑥ ⑦ ⑪ ⑮ ⑱ 

地理と職業 5 ④ ⑦ ⑱ 

6 ①② ④⑥ ⑫ 

ジェンダー化された 7 ⑱ 

空間・場所 8 ①②③ ④⑥ ⑩ ⑱ ， ③ ⑥ ⑩ ⑱ 

10 ③ ④⑥ ⑧ ⑩⑪ ⑭⑮⑯ ⑱ 

国際的な 11 ③ ④ ⑦⑧ ⑭⑮ ⑱ 

女性問題 12 ①③ ⑥ ⑱ 

13 ①②③ ⑤⑥ ⑩⑫ ⑮ ⑰ 

都市社会地理における
14 ①③ ⑤⑥ ⑨⑪ ⑱ 

ジェンダー的次元
15 ②③ ⑥ ⑩ 

16 ①③ ⑤ ⑨ ⑱ 

17 ② ⑰ 

18 ① ④⑤ ⑮ ⑰ 

多学問的 19 ①③ ⑤ ⑨⑪ ⑰ 

アプローチ 20 ②③ ④⑥ ⑦ ⑩ ⑮ 

21 ①③ ⑤ ⑩ ⑰ 

22 ② ④⑥ ⑩ 

23 ① ⑤ ⑰ 

新しい適用
24 ①③ ⑨⑬ ⑱ 

と方法
25 ①② ⑤⑥ ⑨⑩⑫ ⑰ 

26 ⑥ ⑨⑬ ⑱ 

27 ①③ ⑤ ⑱ 

NCGE (2000)より筆者作成。①～⑱はスタンダード番号
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に関する内容そのものではなく，環境問題の 1

っとしての自然システムの影響を扱っている。

最後に， FAWLearning Activitiesでは過去の理解

2. FAW Learning Activitiesにおける学習内

容と方法

(1) FAW Learning Activitiesの単元構成と内容

（⑰)，現在の理解及び未来の予測（⑱)などの

「地理の応用」を重視している。

最初に単元構成と内容を明らかにする。 FAW

Learning Activitiesは「環境的な公正」，「地理と職

業」，「ジェンダー化された空間／場所」，「国際的

な女性問題」，「都市社会地理におけるジェンダー

的次元」，「多学問的アプローチ」，「新しい適用

と方法」という七つの単元， 27モジュールより

構成されている叫表 3は，各モジュール(35)の内

容をまとめたものである。 FAWLearning Activities 

における単元は，ジェンダーに基づく問題解決的

なアプローチ (Issuesbased Approaches)を適用し

以上FAWLearning Activitiesは，多様な人種・

民族的背景を持つ生徒が有能で生産的な市民

(competent and productive citizen)として成長す

るために必要な地理的知識や技能を提供するこ

とを目的としている (33)。そのため FAWLearning 

Activitiesでは，批判的思考技能と協力的態度を用

いて生徒が積極的に学習過程に参加することを

強調していた。次に学習内容と方法を検討する。

表3 FAIi'Leaming Activitiesにおける単元構成

単元及びモジュール 内容

環境的な公正

1. すべての人々にとっての公正は？ ごみ処理場などの立地を公正的に決定する方法を調べる。

2. 原子力発電 原子力施設の位置を探し，原子カエネルギーの賛否を調べる。

3. 新鮮な空気を求めて 疇問題ー大気汚染に対ずる人々の意見を調べる。

4. 地震・再編 人々の生活に与える自然災害（地震）の影響を調べる。

地理と職業

5. 職業と地理を通した道探し 日常生活において地理学と関連した内容を理解する。

ジェンダー化された空間／場所

6. あなたのふるさとの旅 ふるさとの旅行計画を立て，案内文を作る。

7. 様々な空間の探検 日常生活で地理学の関連のより深い理解を展開する。

8. 日常生活の中でジェンダー化された地理 日常生活におけるジェンダー化された空間を調べる。

9. あなたの空間あるいは私の空間？ 諏の中でジェンダー化された空間を調べ，その影響について議論する。

国際的な女性問題

10. タ飯のための家 山林資源の多様な使い方と環境問題を調べる。

11. 疑わない犠牲 人為的な自然変更と災害との関係を調べる。

12. 女性の教育 教育と生活水準の関係を確認する。

13. 女性の空間 異なる時期・地域における女性と空間との関係を調べる。

都市社会地理におけるジェンダー的次元

14. 経済活動空間と交通 経済活動において女性と交通との関係を確認する。

15. 都市景観の観察 場所が男子と女子にとって異なる意味を持つかを調べる。

16. 投票認識と貧困 投票傾向を分析し，人々が投票をしない理由を調べる。

多学問的アプローチ

17. 私は，女性でありません アフリカ系アメリカンの歴史における女性の役割を確認する。

18. 植民地時代への旅行 植民地時代における日常生活と女性の役割を調べる。

19. 第二次世界大戦の経済地理と女性 第二次世界大戦の間に女性の経験に関連した問題を調査する。

20. 女性の旅行とメンタルマップ 文化・経験などがいかに人々の場所の認識に影響を与えるかを調べる。

21. 小説 Cathedne,Called B.irdyの地図化 中世時代の価値•生活・空間について調べる。

22. 中東とイスラム：芸術と芸術家 文化がいかに場所の感覚に影響を与えるかを確認する。

新しい適用と方法

23. リンチの地理学 社会運動における女性の役割を確認する。

24. より公正な地図作り GISを用いてジェンダーと関連した主題図を作成する。

25. 地下からの話 地域社会の歴史を調べる。

26. Women m the Maten函 Worldの利用 多様な地域における女性の日常生活を理解する。

27. 自分の意見 多国籍企業と女性労働者との関係についての意見を書く。

NCGE (2000)より筆者作成
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たテーマ的・地誌学習で構成されている。すな

わち，地域社会 (Local)から世界 (Global)に至る

までの多様なスケールの地域において，環境問

題・南北問題・人権問題など様々な問題をテー

マとしてとりあげ，ジェンダー視点から解決の

方法を探る内容として構成されているのである。

それではジェンダーについて具体的にどのよ

うな内容が取り入れられているのであろうか。表

4は， FAWLearning Activitiesにおけるジェンダー

に関する概念及び事例地域を示したものであ

る。「性役割 (GenderRoles)」, 「性別分業 (Gender

Divisions of Labor)」，「公的・私的空間 (Public・

Pnvate Spaces)」という 3つのンエンダーに関す

る概念が中心となっている図。まず「性役割」と

は，生物学的性差を基準とした役割 (SexRole)に

価値づけがされ，その価値の高低が上下関係を

もたらすことで，男性は高い価値の役割を，女

性は低い価値の役割を担うことである (31)。この

「性役割」はジェンダーに関する最も基本的な概

念であり，他の 2つの概念に影響を与える。次

に「性別分業」とは，性別を理由とする社会の

分業ならびに家庭内の性役割分担を意味し，男

性が生業，女性は家事労働というような家庭内

の性役割や伝統的ジェンダー・ステレオタイプ

と，職種と結び付く性別職域分離などが取り上

げられる(38)。そして「公的・私的空間」とは，政

治や経済のような公的領域と家事・育児のよう

な私的領域とする空間区分を意味する。また，

ある空間に男性の空間あるいは女性の空間とし

てステレオタイプ化することを意味する「ジェ

ンダー化された空間」という概念も，「公的・私

的空間」と深く関連している。こうしたジェン

ダーに関する諸概念は，人種，民族，階層など

の他の概念とともに多様な文化的背景を持つ

人々が住んでいる世界を理解するための重要な

役割を果たしている。

次に，上述した諸概念と事例地域との関係に

ついて確認しよう。表4のように， FAWLearning 

Activitiesでは多文化的な背景を持つ世界を理解す

るために，地域社会から世界に至る事例地域が

表4 FAW Learning Activitiesのジェンダー概念及び事例地域の選定

単元モジュール番号 主な概念 事例地域

1 性役割，階層 地域社会

疇的な 2 性役割，階層 地域社会，アメリカ，世界

公正 3 性役割，階層 メキシコ，世界

4 性別分業階層 メキシコ

地理と職業 5 なし なし

6 公的・私的空間 地域社会

ジェンダー化された 7 なし なし

空間・場所 8 性役割，公的・私的空間 地域社会， 公的・私的空間，人種，民族，階層 地域社会

10 性役割，性別分業民族 ケニア，ブラジル，インドネシア

国際的な 11 なし バングラデシュ，インド，中国

女性問題 12 性役割，性別分業 アフリカ

13 性役割，公的・私的空間，民族 モンゴル，イラン，チベット，アメリカ

都市社会地理におけ
14 性別分業公的・私的空間，人種民族 地域社会

るジェンダー的次元
15 公的・私的空間 地域社会

16 人種・民族，階層 地域社会，アメリカ

17 性役割，人種 アメリカ

18 性役割 アメリカ

多学問的 19 性別分業公的・私的空間人種民族 アメリカ

アプローチ 20 公的・私的空間 地域社会，世界

21 性役割，階層 イギリス

22 性別分業公的・私的空間，民族 西南アジア

23 性別分業人種 アメリカ

新しい適用
24 性別分業，民族 世界

と方法
25 公的・私的空間，人種民族 地域社会

26 性別分業公的・私的空間，階層 世界
27 性別分業 マレーシア，世界

NCGE(2000)より筆者作成。
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選ばれている。

「性役割」の中では，アメリカや地域社会を事

例として人種・民族的マイノリティの女性の役

割を扱っているモジュールがある（モジュール

番号 1・2・17・23・27)。「性別分業」に関して

は，メキシコ，ケニア，ブラジル，インドネシ

ア，バングラデシュ，マレーシアなど第 3世界を

事例地域として挙げているモジュールが多い（モ

ジュール番号 3・4・10・11)。第 3世界の地域研

究においては「開発におけるジェンダー (Gender

and Development: GAD)」という視点が重要視さ

れている¥39)。すなわち，第 3世界における開発を

考える場合には，対象地域の人々を一つの均質

的集団ではなく，ジェンダーや民族，階層とい

う概念を用いて捉えることで，集団内部の多様

な差異が見えてくる。様々な地域・時期によって

異なる「公的・私的空間」に関しては，イスラ

ムや遊牧の地域を事例とした場合（モジュール

番号 13・22) とは異なる時期のアメリカを事例

とした場合（モジュール番号 13・19)がある。

それに加えて，男の子と女の子における行動空

間の差異などを調べるために地域社会を事例と

したモジュールもある（モジュール番号 6・8・

9)。

(2)FAW Learning Activitiesの学習方法

次にジェンダー概念を中心として構成された

FAW Learning Activitiesにおいて，具体的にどの

ような学習方法を用いているのであろうか。ここ

では「環境的な公正」と「国際的な女性問題」

という二つの単元を事例として，その分析を行

なう。これらの単元は，他の単元より多様な事

例地域とスタンダードが反映されており，その

学習方法においても多様であるからである。

表 5は，「環境的な公正」，「国際的な女性問

題」， 2つの単元において活動の展開を示したも

のである。まず， (a)単元「環境的な公正」は，

「1. すべての人々のための公正は？」，「2. 原

子力発電」，「3. 新鮮な空気を求めて」，「4. 地
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震・再編」という 4つのモジュールで構成され

ている。モジュール「1. すべての人々のための

公正は？」においては地域社会におけるゴミ

処理場の問題に関する活動が展開されている。授

業では主にグループによる調べ活動と個人で感

想や意見を書くことによって問題解決を探る 3

段階の活動が行なわれる。そして，深化活動で

は問題解決のための行動が中心になっている。

モジュール「2. 原子力発電」は，アメリカにお

ける原子力施設に関するテーマの活動で組織さ

れている。授業では一斉の導入段階，グループで

の地図作業やロールプレイの展開段階，個人の整

理段階として活動が展開されており，深化活動で

は事例地域を世界に広げたり，原子力施設に関

する賛否意見を調べたりしている。メキシコに

おける産業活動と大気汚染に関するモジュール

「3. 新鮮な空気を求めて」においては，一斉の

導入段階，グループでの展開段階，一斉の整理段

階としての活動が展開されている。そして事例

地域を世界に広げて他の地域と比較したり，地

域社会の身近な問題として扱ったりする深化活

動が行なわれる。モジュール「4. 地震・再編」

においての活動は，一般的な自然災害に関する

調べ活動とメキシコにおける産業活動と地震に

関するロールプレイ活動の 2つに分けて展開さ

れている。さらに深化活動では，メキシコにお

ける産業活動と女性の労働問題について国際裁

判のロールプレイを行なうようにしている。

次に (b)単元「国際的な女性問題」は，「10.

夕飯のための家」，「11. 疑わない犠牲」，「12.

女性の教育」，「13. 女性の空間」という 4つの

モジュールで構成されている。ケニア・ブラジ

ル・インドネシアにおける山林荒廃化の問題を

扱うモジュール「10. タ飯のための家」におい

ては，子供の日常生活に関するロールプレイが

行なわれている。そして，深化活動では山林荒

廃化に関するビデオを見て，その解決策につい

て討論し，報告書を作成する。「11. 疑わない犠

牲」は，ガンジス川における水害とその防災対



策に関するモジュールである。まずみんなでバ

ングラデシュの現状を確認した後，グループに

分け他のガンジス川を共有している国々の現状

を調べる活動が行なわれる。続いて，深化活動

ではガンジス川の防災対策に対するロールプレ

イや他の国際河川に対して調べ活動を行なう。

表5 FAIi'Learning Activitiesにおける活動の展開

(a)単元「環境的な公正」

モジュール名 1. すべての人々のための公正は？

①活動 ・地図からゴミ処理場の位置を確認する(2-3人）。

・住みたい場所に関するロールプレイ（グループ）。

②活動 ・地域社会の改善するための行動に対するプレーンストーミング(2人）。

・地域社会の改善活動をする人々 のビデオを見て，感想を書く（個人）。

③活動 ・未来の地域社会のためにゴミ処理方法に対して討論し，地図・表などを用いて，発表する（グループ）。

・環境的公正についての小論文を書く（個人）。

深け舌動 ・ゴミ処理場の見学，環境団体の人を招聘，ゴミ処理場の位置に関する議論。

・手紙書きによる政冶的活動．地域新聞，環境団体，会社，国家議員，公務員，環境庁。

モジュール名 2. 原子力発電

①活動 •各種エネルギーについて討論する（一斉）。
・地理的質問を通して原子力施設の位置を確認する（一斉）。

②活動 ・地理的質問を通して原子力施設の位置を確認し，地図化する（グループ）。

・4の原子力施設に対して比較する（グループ）。

③活動 ・地域に位置する原子力施設の事故に関するロールプレイ（グルーフぅ。

④活動 •原子力施設に対する地域住民の意見を調べ，記事を作成する（個人）。
深ヒ活動 ・アメリカや世界における原子力施設の事故に関して調べる。

•原子力施設に対する賛成・反対運動をしている人を調べ，それに対する賛否意見を書く。

モジュール名 3. 新鮮な空気を求めて

①活動 ・産業活動と大気汚染に関するブレーンストーミング（一斉）。

②活動 ・メキシコシティにおける産業活動と大気汚染に関するロールプレイ（グループ）。

③活動 ・産業活動と大気汚染に関する政府の役割などに対して討論する（一斉）。

深嘩動 •世界の各都市における大気問題を調べ，メキシコシティと比較する。
・メキシコの中央部における自然環境を調べ，メキシコシティの大気汚染の原因を説明する。

・地域社会の大気状況を調べて，環境的責務に対する役所や企業の立場を聞き取る。

モジュール名 4 疇•再編

①活動 ・自然災害に対するブレーンストーミング（一斉）。

・自然災害についての新聞記事などを読んで，教科書や地図などでその原因や分布を調べる（個人）。

②活動 ・メキシコにおける地震と産業に関するロールプレイ（クループ）。

況ヒ活動 ・国際裁判のロールプレイ。

(b)単元「国際的な女性問題」

モジュール名 10. タ飯のための家

①活動 ・ケニア・プラジル・インドネシアの子供の日常生活に関するロールプレイ（グループ）。

深ヒ活動 •山林荒廃化に関するビデオを見て，その解決策について討論し，報告書を作成する。

モジュール名 11. 疑わない犠牲

①活動 ・バングラデシュに対するイメージを話す（一斉）。

・バングラデシュの水害写真を見て，現状を確認する（グループ）。

②活動 ・ガンジス川を共有している国々 の防災対策を調べ，口頭発表する（グループ）。

閑嘩動 ・ガンジス川の防災対策に対するロールプレイ。

•他の国際河川に対して調べる。

モジュール名 12. 女性の教育

①活動 ・アフリカの国々 における生活水準に対する事前知識を確認し，仮説を立てる（グループ）。

②活動 ・アフリカの統計資料を用いて，主題図を作成する（グループ）。

③活動 ・作成した主題図を見て，仮説を検証する（グループ）。

④活動 ・アフリカの生活水準と女性の教育に関するロールプレイ（グループ）。

深イ嘩動 ・アフリカの一つの国を選べ，女性の教育，就職機会などを調べる。

・アフリカにおける女性の教育の重要性に関する文章を書く。

モジュール名 13. 女性の空間

①活動 ・家において，共通空間と私的空間について話し合う（一斉）。

・家の中で，男性の空間女性の空間，共通空間を調べる（グループ）

②活動 ・ベドウィン，モンゴルなど遊牧の社会において，家の空間を調べる（グループ）。

沿ヒ活動 ・19・20世紀のアメリカにおける社会史学習。

・現在のアメリカにおける女性の地位と公／私の空間区分について調べる。

NCGE(2000)より筆者作成。
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協同学習
問題解決のために助け合う関係の形成

二二~ II ~ ニご II I 地~~二旦こ加
図2FAJf Learning Activitiesにおける教授方略

（筆者作成）

モジュール「12. 女性の教育」では，アフリカ

における生活水準と女性の教育をテーマとし

て，グループによる仮説検証とロールプレイの

活動が中心となっている。そして，深化活動で

はアフリカの一つの国を選択し， より具体的に

調べるようにしている。モジュール「13. 女性

の空間」では，様々な地域や時代におけるジェ

ンダー化された空間を扱う活動が展開されてい

る。授業は，まず様々な遊牧の社会において家

の中の地域におけるジェンダー化された空間を

調べた後，アメリカにおけるジェンダー化され

た空間を時期別に調べる深化活動になっている。

このように FAWLearning Activitiesにおいて

は，生徒中心の学習 (Student-centeredLeaming)を

基本とし，図 2のような教授方略 (Instructional

Strategies)が適用されていることがわかる。それ

は第 1に，協同学習 (CooperativeLeaming)を基本

とする。協同学習においては，共通の目的を達成

するために助け合う関係を重視し，個人ではな

く2人以上の集団的な活動をする中で，協力を

通して問題を解決する。第 2に，地図や統計資

料などの地理的情報の分析を行ない，地理的知

識・スキルを身につける。第 3に，他者を理解

するためにロールプレイを活用する。ロールプ

レイを通して，ある地域の人々の暮らしを体験

的に理解し，その地域における問題について価

値判断や意思決定まで行なう。第 4に，フィー

ルドに基づく学習を行なう。フィールドに基づ

く学習においては，身近な地域から直接に問題

を確認することのみならず，問題を解決するた

めに地域社会へ参加することも含んでいる。

V. おわりに

本稿の目的は， FAWプロジェクトを手がかり

として，アメリカの地理教育におけるジェンダー

学習の展開及びその特質の一端を明らかにする

ものであった。
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FAWプロジェクトでは，地理教育における

ジェンダーバイアスを解消するために，教師教育

及び教材開発が行なわれた。まず、 1996------1997 

年に教師教育としての研修が行なわれ，ジェン

ダーおよび多文化と関連した新しい地理学の知

識・技能，教授方法を提供し，参加者が「変化

の仲介者としての熟練の教師」として活動でき

るようにした。そして 2000年には中等地理の教

師指導書である FAWLearning Activitiesが開発さ

れた。 FAWLearning Activitiesは，多様なスケー

ルの地域におけるの様々な問題をテーマとして

とりあげ，ジェンダー視点から解決の方法を探

る内容として構成されている。ナショナル・ス

タンダード地理における知識・技能の習得とと

もに，批判的思考技能と協力的態度を用いて生

徒が積極的に学習過程に参加することを目的と

しているのである。

以上のようにジェンダー学習の導入には，教

師に対する研修と並行して教材開発が行われな

ければならないのである。それは最近の地理学

における研究成果，ロールプレイやフィールド

学習及び協同学習といったジェンダー学習に有

益な教育方法を提供するからである。
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